
放送番組審議会議事録 

 

燕三条エフエム放送株式会社 

 

１、開催年月日  平成 27年  7月 22日(水) 

 

２、開催場所   燕三条エフエム放送株式会社 

 

３、委員の出席 

 

 ・委員総数  ・・・・ 8名 

 

 ・出席委員数 ・・・・ 6名 

 

 ・出席委員の氏名・・小林 一則（時田 康弘委員長代理)、瀬戸 明委員、遠藤 愛子委員、 

田邉とも子委員、近藤 晴美委員、田辺 一幸委員 

 

 ・欠席委員の氏名・・吉田 文彦委員、市島 清貴委員 

 

 ・放送事業者側出席者・・阿部 傅取締役、本間取締役、阿部局長、馬場本部長、 

 

４、委員長挨拶  小林委員長代理 

 

 皆さん、お忙しいなかお集まり頂きありがとうございます。時田委員長は今回の移動で

転勤になり、今回の燕三条駅駅長の私が引き継ぐ事になりました。引き継ぎの手続き等も

あり、今回は代理出席という形での参加になりますが、次回までには手続きを終え、委員

長として頑張りますので、委員の皆様宜しくお願い致します。 

 長岡の先にあります来迎寺出身ですが、前回の勤務地が山形県酒田だったので、燕三条

については、知らないところが多くあり、委員長という重職を全うできるか不安ですが、

宜しくお願い致します。 

 

５、事業者側経過報告 阿部取締役 

 

 １７年前の開局の際、当時の燕三条駅の佐藤駅長から、お声がけを頂き、局舎と演奏所

を燕三条駅の１階に開設したらどうかと、お誘いをうけ、昨年 4 月まで燕三条駅にお世話



になった経緯があり、番組審議会の委員長を代々の駅長から引き継いで頂いているので、

小林新駅長も宜しくお願い致します。今年は日本のあちこちで豪雨の被害が起っています

が、燕三条地域には、今のところ集中豪雨が発生していませんが、油断はできないので注

意して業務に励みたいと思います。 

 

６、議題内容 

（１）「朗読日報抄」について 

（２）次回の番組審議委員会の日程について 

 

７、議事内容 

 

小林 代理：それでは、（１）「朗読日報抄」の審議を始めたいと思います事業者の説明お

願いします。 

馬場本部長：昨年 4月から毎週金曜日の午前８時 45分から放送しています、「朗読日報抄」

のご審議を今回はお願い致します。各新聞の一面下にコラム欄がありますが、

新潟日報は「日報抄」という名前で発行されています。その内容を県内のコ

ミュニティエフエム放送各局でそれぞれのアナウンサーが朗読したものを週

１回「朗読日報抄」として放送しています。また各局の放送したものを新潟

日報社のホームページで公開しています。当局では、青柳祐也が担当してい

ます。過去３回分の放送を聞いて頂きますので、その後ご審議お願いいたし

ます。 

 

      ～試聴～ 

 

小林 代理：それでは、「朗読日報抄」試聴していただきましたので、皆様からご審議お願

い致します。 

田邊 委員：審議委員をしている関係でラヂオは～との放送は、よく聞いているのですが、

「朗読日報抄」が流れている事を、わかりませんでした。視覚障害者の皆さ

んに読み聞かせをするボランティアの会に参加しているのですが、その中で

日報抄も行っています。プロのアナウンサーの朗読は、参考になるので他の

メンバーにも、教えて参考にしたいと思います。青柳さんの朗読はペースも

よく若いのに、上手く内容が、耳に残りました。ただ一つ日付を最初に読ま

れますが曜日を言っていないので、曜日を付けてもらいたいです。曜日をい

れると聞いている方は、日付がはっきり認識できるからです。  

遠藤 委員：日報抄は人気があり、書き取る専用の書籍も販売しており、私も買って書き

とっています。その時に耳からも聞こえれば楽しくなるので、週一回などで



はなく、もっと多く放送していったらいいのではないかと感じました。  

田邊 委員：字数が限られているので、難しい漢字や言い回しが多いので朗読は大変です

で、新潟日報社に直接問合わせても簡単には教えてくれなかったのですが、

そのへんの対応は、どうしているのですか。  

阿部 局長：毎回同じ字数で書いていられるので、難しい漢字を使ったり、言い回しが書

き言葉になってしまうので、各放送局で言い回しを変えてもいいように言わ

れていますが、よみがなは苦労することが多いです。 

近藤 委員：やはり、この時間帯では会社員では聞くことが難しいと思います。今回聞か

せていただいたら、なかなか良かったので是非時間の変更等も考えてもらい

たいです。  

田辺 委員：私の勤務している、燕市役所は 12時になると、ラヂオは～との「燕情報クリ

ップ」が建物内に放送されるので、そういった取り組みとタイアップを行っ

たら聴衆者も増えていくのではないかと思います。 

瀬戸 委員：このコラム欄は各新聞社の顔であり、新潟日報は他の新聞に比べ内容も素晴

らしいので、こういった取り組みは継続していって欲しいです。朗読するこ

とによりアナウンサーの技量も上がっていくと思います。 

小林 代理：日報抄などのコラム欄は、毎日読む時間がとれないので、週末にまとめて読

んだりしています。できれば土日にも放送してもらいたいです。 

馬場本部長：今日は、貴重なご意見ありがとうございました。本日のご意見を反映させて

いきますので宜しくお願い致します。 

小林 代理：続きまして、（２）次回の番組審議委員会の日程についてお願いいたします。 

本間取締役：今回審議委員も変わられた方が多いので、懇親会を兼ねたものを次回に開催

したら如何でしょうか。 

小林 代理：金曜の夜は、9月は 18日だけあいていますが、皆様はどうでしょうか。 

本間取締役：それでは、会場は後日ご連絡いたしますが、9月 18日金曜日に午後 6時から

審議会を行い、その後懇親会を同じ会場で開催したいと思います。 

小林 代理：今日は皆さんお疲れ様でした。次回お宜しくお願い致します。 

 

８、審議機関の答申又は改善意見に対してとった措置及びその措置年月日 

 

 特になし 

 

９、審議機関の答申又は意見の概要を公表した場合におけるその公表内容方法及び年月日 

 書類のエントレンスホールへの備置き 

 webサイト上に記載 

 



10、その他、参考となる事項 

 

 特になし 

 


